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育
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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

2012

No.703

4.15
■後期高齢者医療保険料 …………………2
■印西霊園墓所公募 ………………………2
■なるほど行政講座 ………………………3
■第5期市高齢者福祉計画・
　　介護保険事業計画を策定……………4
■白井市民大学校新入生募集 ……………5
■初心者のためのパソコン講座 …………6

家
庭
的
保
育
と
は

　
家
庭
的
保
育
と
は
、
市
長
が
認
定

し
た
保
育
マ
マ
が
自
宅
に
お
い
て
子

ど
も
を
預
か
り
保
育
す
る
も
の
で
す
。

保
育
マ
マ
は
、
家
庭
的
保
育
者
の
自

宅
内
に
保
育
室
な
ど
を
設
置
し
、
市

か
ら
の
委
託
を
受
け
て
各
家
庭
に
い

る
よ
う
な
雰
囲
気
の
中
で
保
育
し
ま

す
。

　
詳
し
い
事
業
内
容
を
記
載
し
た

「
し
お
り
」
は
、
児
童
家
庭
課
で
配

布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
現
在
3
地
区
で
実
施
中

　
現
在
市
内
で
は
3
地
区
で
市
長
が

認
定
し
た
保
育
マ
マ
が
家
庭
的
保
育

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
4
月
1
日

現
在
の
事
業
実
施
地
区
と
受
入
可
能

人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

南
山
地
区
（
数
井
さ
ん
）　
0
人

根
地
区
（
佐
藤
さ
ん
）　
　
1
人

冨
士
地
区
（
荒
川
さ
ん
）　
1
人

◆
保
育
対
象
児
童
は

　
家
庭
的
保
育
の
対
象
に
な
る
児
童

は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
保
育
に

欠
け
る
生
後
6
カ
月
か
ら
3
歳
ま
で

の
子
で
、
保
育
の
申
し
込
み
が
で
き

る
の
は
保
育
の
で
き
な
い
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
保
護
者
で
す
。

●
家
庭
外
労
働
　
自
宅
以
外
で
働
い

て
い
る

●
家
庭
内
労
働

　
子
ど
も
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

●
親
の
い
な
い
家
庭
　
死
亡
、
行
方

不
明
、
拘
禁
な
ど
の
理
由
に
よ
り
親

が
い
な
い

●
母
親
の
出
産
な
ど
　
親
が
出
産
の

前
後
、
病
気
、
負
傷
、
心
身
の
障
害

な
ど
で
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き

な
い

●
病
人
の
看
護
な
ど

　
そ
の
児
童
の

家
庭
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
る
た
め
、

親
が
い
つ
も
そ
の
看
護
に
当
た
っ
て

お
り
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で
き
な

い●
家
庭
の
災
害

　
火
災
や
風
水
害
、

地
震
な
ど
に
遭
い
、
そ
の
家
屋
を

失
っ
た
り
破
損
し
た
た
め
、
そ
の
復

旧
の
間
、
児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

◆
家
庭
的
保
育
を
利
用
し
た
い
場
合

は　
保
育
所
入
所
を
申
し
込
み
後
、
保

育
所
に
空
き
が
な
い
場
合
、
児
童
家

庭
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

の
上
、
家
庭
的
保
育
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

　
受
け
付
け
後
、
結
果
は
各
保
護
者

に
通
知
し
ま
す
。
受
け
付
け
結
果
に

よ
り
利
用
者
は
、
保
育
マ
マ
と
保
育

内
容
や
子
ど
も
の
発
育
状
況
な
ど
に

つ
い
て
面
接
し
、
預
か
る
・
預
け
る

と
い
う
双
方
の
意
思
が
確
認
で
き
た

上
で
保
育
を
開
始
し
ま
す
。

保
育
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時
〜
午

後
6
時

　
土
曜
日
　
午
前
8
時
〜
正

午※
保
育
時
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、

保
育
マ
マ
と
保
護
者
で
調
整
し
て
決

定
し
ま
す
。

　
日
曜
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
か
ら

1
月
3
日
ま
で
は
除
き
ま
す
。

保
育
料

　
白
井
市
保
育
料
徴
収
基
準

額
表
（
19
階
層
）
に
よ
る
金
額

※
階
層
は
保
護
者
の
税
額
お
よ
び
児

童
の
年
齢
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

保
育
マ
マ
募
集

　
家
庭
的
保
育
を
希
望
す
る
人
が
増

え
て
お
り
、
現
在
市
内
で
は
3
カ
所

で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
送
迎
の
関

係
な
ど
預
け
た
く
て
も
預
け
ら
れ
な

い
状
況
が
多
く
、
市
で
は
さ
ら
な
る

拡
充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
保
育
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は

も
ち
ろ
ん
、
資
格
が
な
く
て
も
子
育

て
の
経
験
が
あ
る
人
は
所
定
の
研
修

を
行
っ
た
上
で
、
市
長
の
認
定
が
得

ら
れ
れ
ば
家
庭
的
保
育
者
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
家
庭
的
保
育
者
に
な
る
に
は

　
家
庭
的
保
育
を
行
う
人
は
次
の
①

か
ら
③
ま
で
に
該
当
す
る
市
内
在
住

者
で
、
ア
か
ら
ウ
ま
で
の
要
件
を
満

た
す
部
屋
が
確
保
で
き
る
人
で
す
。

※
書
類
・
面
接
・
自
宅
調
査
な
ど
で

選
考
し
ま
す
。

①
保
育
士
ま
た
は
保
育
士
と
同
等
の

知
識
・
経
験
を
有
し
、
心
身
と
も
に

健
全
な
人

②
乳
幼
児
の
保
育
に
つ
い
て
の
理

解
・
熱
意
を
有
し
、
乳
幼
児
に
対
し

豊
か
な
愛
情
を
持
っ
た
人

③
乳
幼
児
の
保
育
に
専
念
で
き
る
人

ア
面
積
が
9
・
9
平
方
㍍
以
上
あ

り
、
採
光
・
換
気
の
状
況
が
良
好
な

部
屋

イ
衛
生
的
な
調
理
設
備
を
有
す
る

部
屋

ウ
敷
地
内
に
遊
戯
な
ど
に
適
す
る

広
さ
の
庭
（
遊
戯
な
ど
に
適
す
る
公

園
な
ど
が
付
近
に
あ
る
場
合
も
可
）

を
有
す
る
部
屋

◆
研
修
の
受
講

　
選
考
後
に
候
補
と
な
っ
た
人
は
、

市
が
指
定
す
る
研
修
を
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
研
修
終
了
後
は
保
育

園
で
の
実
習
を
終
了
し
た
後
に
、
保

育
マ
マ
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

保
育
時
間
　
平
日
　
午
前
8
時
〜
午

後
6
時
　
土
曜
日
　
午
前
8
時
〜
正

午
　
※
時
間
外
保
育
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

基
本
委
託
料
　
子
ど
も
1
人
8
9
、

0
0
0
円
（
月
額
）

申
・
問

　
27
日
㈮
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
白
井
市
家
庭
的
保
育
者
認
定
申

請
書（
児
童
家
庭
課
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
）
と
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
児
童
家
庭

課
保
育
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
8

へ

　
市
で
は
家
庭
的
な
環
境
で
の
保
育
の
ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
た
め
、
ま
た
保
育
園
の
待
機
児
童
を
減
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
家
庭
的

な
環
境
（
保
育
者
自
宅
）
で
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
家
庭
的
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
拡
充
を
図
る
た
め
新
た
に
家
庭

的
保
育
者
（
保
育
マ
マ
）
を
募
集
し
ま
す
。

も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク

ラ
ス
〜
平
日
コ
ー
ス
〜

　
出
産
や
育
児
に
つ
い
て
学
び
な
が

ら
、
マ
マ
友
達
づ
く
り
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
程
・
時
間
・
内
容
　
左
表
の
と
お

り※
5
課
（
5
月
28
日
）
の
赤
ち
ゃ
ん

同
窓
会
の
対
象
は
、
平
成
23
年
11
月

　子育てや趣味のことなど、お茶を飲みながら
情報を交換する広場です。
　子どもと一緒に遊びに来てください。
日時　4月23日、5月28日、6月25日、9月10日
の各月曜日　午前10時～正午
場所　保健福祉センター
対象　市内在住者（自由参加）
参加費　無料
■問　しろいファミリー・サポート・センター
☎（497）3496

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表
課名 日　程 時　間 内　　容
1課 5月9日㈬ 13：30～16：00 妊娠中の生活・妊婦体操
2課 5月14日㈪ 10：00～13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）
3課 5月17日㈭ 13：30～16：00 お産の経過、妊娠中の歯の保健
4課 5月24日㈭ 13：30～14：40 マタニティコンサート＋α

5課 5月28日㈪ 13：30～16：00
赤ちゃんのお風呂の入れ方、先
輩ママ＆赤ちゃんとの交流（赤
ちゃん同窓会）

※妊婦体験ジャケットの試着は随時行います。

に
「
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
ク
ラ
ス
」

に
参
加
し
た
人
で
す
。
参
加
す
る
人

は
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
午
後
2
時
30

分
ま
で
に
集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
4
課
（
5
月
24
日
）
は
文
化
セ
ン

タ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
で
行
い
ま

す
。

対
象
　
お
お
む
ね
妊
娠
6
か
ら
9
カ

月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　
30
人

（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
あ
り

参
加
費
　
4
0
0
円
（
調
理
実
習
材

料
費
）

持
ち
物
　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

（
日
程
に
よ
り
エ
プ
ロ
ン
や
体
操
の

で
き
る
服
装
）

申
・
問

　
4
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話

か
直
接
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4

9
7
）
3
4
9
5
へ

※
保
育
希
望
者
は
申
し
込
み
時
に
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

ファミサポおしゃべり広場

家庭的な雰囲気で子どもも健やかに成長

　4月4日に白井運動公
園の陸上競技場を使用
してテレビ番組の撮影
が行われました。当日
はブルートラックを使
用して子どもたちの50
メートル走のタイムを
測定しました。
　放送は28日㈯午後7時56分から8時54分の予定
です。ぜひご覧ください。
■問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4

日本テレビ
「世界一受けたい授業」

50 メートル走を撮影
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は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
春
か
ら
中
学
生
に
な
っ
た
息
子

を
対
象
と
し
た
家
庭
教
師
の
電
話
勧

誘
が
あ
り
、
一
度
話
を
聞
い
て
み
よ

う
と
無
料
体
験
を
受
け
た
。
教
師
は

優
秀
な
学
生
で
息
子
も
気
に
入
っ
た

の
で
頼
む
こ
と
に
し
た
が
、
学
習
に

使
う
教
材
を
購
入
し
な
い
と
家
庭
教

師
は
派
遣
で
き
な
い
と
い
わ
れ
た
。

 

「
や
る
気
」
の
出
た
息
子
の
気
持
ち

を
優
先
す
る
と
仕
方
が
な
い
と
思
い
、

事
業
者
に
言
わ
れ
る
が
ま
ま
3
年
間

分
の
教
材
50
万
円
を
ま
と
め
て
ロ
ー

ン
を
組
ん
で
購
入
し
た
上
、
家
庭
教

師
代
も
1
年
間
分
36
万
円
前
払
い
し
、

学
習
を
始
め
た
。

　
と
こ
ろ
が
す
ぐ
に
教
師
が
違
う
人

に
変
わ
り
、
態
度
や
指
導
方
法
も
悪

く
、
購
入
し
た
教
材
も
ほ
と
ん
ど
使

用
し
な
く
な
っ
た
。
教
材
も
家
庭
教

師
も
解
約
し
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら

よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　  （
40
代
・
女
性
）

A
　
春
は
進
学
・
進
級
し
た
ば
か
り

の
子
ど
も
や
親
に
と
っ
て
、
勉
強
に

対
す
る
関
心
や
不
安
が
高
ま
る
時
期

で
す
。
事
例
の
よ
う
に
、
家
庭
教
師

派
遣
と
セ
ッ
ト
で
高
額
な
教
材
の
購

入
を
迫
っ
た
り
「
教
師
の
レ
ベ
ル
が

低
す
ぎ
て
学
習
に
な
ら
な
い
」
や

「
購
入
し
た
教
材
を
ほ
と
ん
ど
使
わ

な
い
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ

「
家
庭
教
師
派
遣
」
を
依
頼
し
た
ら

高
額
な
教
材
を
買
わ
さ
れ
た

ル
は
依
然
と
し
て
多
く
、
注
意
が
必

要
で
す
。
無
料
体
験
の
時
に
は
レ
ベ

ル
の
高
い
家
庭
教
師
が
派
遣
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
子
ど
も
が
や
る
気
を

示
し
て
い
る
と
親
と
し
て
は
つ
い
高

額
な
教
材
ま
で
契
約
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
一
度
に
多
量
・
高
額
な

契
約
を
結
ぶ
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

納
得
で
き
な
い
ま
ま
不
本
意
な
学
習

を
続
け
る
よ
り
、
早
く
解
約
し
て
そ

の
子
ど
も
に
合
っ
た
学
習
法
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　
解
約
を
申
し
入
れ
て
も
事
業
者
に

よ
っ
て
受
け
付
け
な
か
っ
た
り
、
解

約
損
料
や
違
約
金
な
ど
の
名
目
で
さ

ま
ざ
ま
な
請
求
を
す
る
ケ
ー
ス
も
見

ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
事
例
は
、
特
定
商
取
引
法
の

特
定
継
続
的
役
務
提
供
に
あ
た
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、

中
途
解
約
権
の
保
障
や
損
害
賠
償
額

の
上
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
解

約
の
際
は
、
事
業
者
と
慎
重
に
交
渉

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

153

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平
成
24
・
25
年
度
白
井

市
建
設
工
事
等
入
札
参

加
業
者
適
格
者
名
簿
随

時
申
請
の
開
始

　
市
で
は
、
16
日
㈪
か
ら
随
時
申
請

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
平
成

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

24
・
25
年
度
白
井
市
建
設
工
事
等
入

札
参
加
業
者
適
格
者
名
簿
随
時
申
請

に
つ
い
て
（h

ttp://city
.sh
ir

oi.ch
iba.jp/detail/11917

80000.h
tm
l

）」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

問
　
管
財
契
約
課
管
財
契
約
班

　
内

3
3
4
5
・
6

受付期間　平成24年5月1日㈫～平成25年3月29日㈮
対象　白井市・印西市に1年以上居住し、住民基本台帳・外国人登録原
票に記録・登録されている人
※申し込みは1世帯につき1区画です。
墓所数　220基（芝生墓地）
墓所面積　1墓所3平方㍍（縦2㍍×横1.5㍍）
使用料　1墓所325,500円（使用期間は30年で更新時に使用料の再徴収
はありません）
※使用料に墓碑料などは含みません。
管理料　1区画1年5,040円（墓地使用許可後に印西市以外の市区町村に
転出した場合の管理料は1区画1年7,560円です）
※年度途中に墓地使用許可を受けた場合の管理料は、許可を受けた月
からの月割りとなります。
必要書類　◦印西霊園墓所使用許可申請書（印西霊園管理事務所、印
西地区環境整備事業組合窓口およびホームページ、市環境課、市ホー
ムページにあります）
◦申請者を含む世帯全員の住民票または外国人登録済証明書（本籍・
続柄の記載があり発行から3カ月以内のもの）
◦火葬許可証
■申・■問　郵送か直接〒270―1324　印西市平岡1524　印西霊園管理事
務所（平日の午前9時～午後5時）☎0476（46）2734・  http://www.
inkan-jk.or.jp/hiraoka/5-reien.htmへ
※郵送する場合は必ず事前に連絡してください。

5月1日㈫から受け付けます
～印西霊園墓所公募～

　厚生労働省は、4月1日に食品中の放射性セシウムからの被ばく限度を
年間5ミリシーベルトから1ミリシーベルトとし、食品群と基準値を下表
のとおり変更しました。
　市ではこれに基づき、小・中学校と保育園で用いる給食食材および市
内産農産物について新基準値に基づいて簡易検査を行うほか、市民が持
参する一般食品の簡易検査についても新基準値に基づいて行っています。
■問　環境課放射線対策室　内線3287・8

食品中の放射性物質の基準値が変わりました

暫定規制値（3月31日まで）
単位：ベクレル／㌔㌘

食　品　群 暫定規制値
飲料水 200

牛乳・乳製品 200
野菜類 500
穀　類 500

肉・卵・魚・そのほか 500

新基準値（4月1日から）
単位：ベクレル／㌔㌘

食　品　群 新基準値

飲料水 10

牛　乳 50

一般食品 100

乳児用食品 50

シイタケ（原木・露地栽培）・タケノコは出荷の自粛を
　市内で生産されたシイタケ（原木・露地栽培）について市で放射性物
質簡易検査を実施したところ、基準値を超えた数値が検出されたため精
密検査を実施した結果、740ベクレル／㌔㌘の値が検出されました。
　これに基づいて県から出荷自粛要請がありましたので、市では生産者
に基準値を安定的に下回るまで出荷販売および贈答の自粛をお願いして
います。
　タケノコについても市が行った検査で基準値を超えた放射性物質が検
出され、現在県で精密検査中ですが生産者には出荷販売および贈答の自
粛をお願いしています。
■問　農政課農政班　内線3251 ～ 4

後
期
高
齢
者
医
療

　

　
　
　
　
　
保
険
料

賦
課
限
度
額
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

　
平
成
24
年
度
の
保
険
料
賦
課
限
度

額
は
平
成
23
年
度
に
比
べ
て
5
万
円

引
き
上
げ
ら
れ
、
55
万
円
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
保
険
料
率
は
据
え
置
き

で
均
等
割
額
3
7
、4
0
0
円
、
所

得
割
率
は
7
・
29
㌫
で
す
。

　
こ
の
保
険
料
率
は
千
葉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
で
算
定
し
た
も

の
で
す
が
、
剰
余
金
な
ど
の
活
用
お

よ
び
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
上
昇
を
抑
制
し
た
も
の
で
す
。

平
成
24
年
度
保
険
料
の

支
払
い

【
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
該
当
者
を
除
く
）】

　
市
で
は
、
平
成
24
年
度
保
険
料
の

決
定
通
知
（
納
付
書
）
を
7
月
中
旬

に
発
送
し
ま
す
。

　
普
通
徴
収
で
新
規
に
口
座
振
り
替

え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
金
融
機
関

へ
の
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

利
用
で
き
る
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
、

保
険
年
金
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
第
1
期
か
ら
口
座
振
り
替
え

に
す
る
た
め
に
は
、
5
月
31
日
㈭
ま

で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を
口

座
振
り
替
え
に
よ
り
納
付
し
て
い
た

人
で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
し
た
人
が
保
険
料
の
口
座
振
り

替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
新
た
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

第
1
期
納
付
期
限
　
7
月
31
日
㈫

【
特
別
徴
収
の
人
】

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
次
の

す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、

年
金
か
ら
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
さ

れ
ま
す
。

●
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
に
な
っ

て
い
る
こ
と

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の

年
額
が
18
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
介
護

保
険
料
と
合
わ
せ
て
年
金
額
の
2
分

の
1
を
超
え
な
い
こ
と

※
複
数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

上
位
の
順
位
に
あ
る
年
金
が
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
る
た
め
、
ほ
か
の
年

金
を
含
め
た
合
計
額
が
年
額
18
万
円

以
上
の
場
合
で
も
、
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

徴
収
月
　
4
月
・
6
月
・
8
月
・
10

月
・
12
月
・
2
月
（
年
6
回
）

※
4
月
・
6
月
・
8
月
は
前
年
度
2

月
の
保
険
料
と
同
額
を
仮
徴
収
し
、

10
月
・
12
月
・
2
月
は
平
成
24
年
度

分
と
し
て
7
月
に
決
定
す
る
額
か
ら

仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
額
を
徴
収

し
ま
す
。

〔
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
す
〕

　
口
座
振
り
替
え
に
よ
る
普
通
徴
収

に
切
り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、

次
の
書
類
を
保
険
年
金
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
り
替
え
の
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
る
人
　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
納
付
方
法
変
更
申
出
書

口
座
振
り
替
え
の
手
続
き
を
済
ま
せ

て
い
な
い
人
　
金
融
機
関
で
口
座
振

り
替
え
手
続
き
を
し
た
際
に
渡
さ
れ

る
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
「
口

座
振
替
依
頼
書（
本
人
用
） 

」の
写
し
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
方
法

変
更
申
出
書

※
年
金
天
引
き
の
場
合
は
本
人
に
、

口
座
振
り
替
え
の
場
合
は
口
座
名
義

人
に
所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告
を

忘
れ
ず
に

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
者

お
よ
び
世
帯
主
で
平
成
23
年
分
市
・

県
民
税
の
申
告
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い

な
い
場
合
は
、
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
前
年
中
の

所
得
が
一
定
金
額
以
下
の
場
合
は
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
の
で
、
収
入

の
な
い
人
や
市
・
県
民
税
の
対
象
と

な
ら
な
い
遺
族
年
金
・
障
害
年
金
だ

け
の
人
も
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
税
班
　
内
線

3
1
7
1
〜
3

　高額な外来診療を受けたとき、これ
までは同じ医療機関での同じ月の窓口
負担が自己負担限度額を超えた場合に
は一度その額を支払っていただき、後
に加入している健康保険組合から高額
療養費として返金していました。
　平成24年4月1日からは医療機関な
どの窓口に「限度額適用認定証」など
を提示すると、限度額を超える分を支
払う必要がなくなりました。
　認定証の交付申請については加入し
ている健康保険組合へ、市国民健康保
険および県後期高齢者医療制度加入者
は市保険年金課へ問い合わせください。
問　保険年金課保険年金班　内線3175、
3180 ～ 1

高額な外来診療の受診者へ



2012.4.153

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　住宅用太陽光発電システムを設置した費用の一部を補助し
ます。補助金の申請は4月23日㈪から先着順で予算の範囲内に
おいて受け付けます。
対象　次の要件の両方に該当する人
○平成22年4月1日以降に、自己居住用住宅に未使用である発
電システムを設置した人
○電力会社と系統連携に伴う電力受給に関する契約を締結し
た人
補助金額　100,000円を上限として、1㌔㍗当たり25,000円（千
円未満切り捨て）
※算定は最大出力値で行い、単位は㌔㍗です。
申請期間　平成24年4月23日㈪～平成25年2月28日㈭
※予算が無くなり次第、補助を終了します。
■申・■問　申請書（環境課、市ホームページにあります）に必
要事項を記入の上、必要書類を添えて直接環境課環境保全班
　内線3276・7へ

住宅用太陽光発電システムの設置費補助制度

　
市
で
は
、
市
職
員
が
皆
さ
ん
の
学

習
会
場
で
市
政
の
取
り
組
み
な
ど
を

講
義
す
る
「
な
る
ほ
ど
行
政
講
座
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
者
数
は
毎
年
増
加
し
、
昨
年

度
は
延
べ
54
団
体
の
約
1
、   

6
0
0

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
62
の
講
座
を
用
意
し
て

お
り
、
講
座
名
と
担
当
部
署
名
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。
全
て
の
講
座
の

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
企
画
政

策
課
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
希
望

の
講
座
を
選
ん
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
講
座
に
よ
っ
て
は
材
料
費
な
ど
の

なるほど行政講座一覧
分野 講座名 担当部署名

行政

●広報紙の役割・作り方 秘書広報課
●白井市のまちづくり～総合計画とは～　●教えて!「行政評価」
　●白井市の情報化の取り組み　●国際交流～友好都市キャン
パスピ市との交流～　●男女共同参画社会づくり　●統計から
見る白井市　●市のキャラクター「なし坊」を紹介します!

企画政策課

●市の財政状況　●行政改革 財政課
●議会とは 議会事務局
●市税 課税課

公共交通 ●循環バス「ナッシー号」の上手な乗り方 企画政策課

市民参加

●参加・協働によるまちづくり　●「市と市民の協働」とはど
んなこと?　●「自治会の設立」「自治会の法人化」について　
●NPO・市民活動入門　●自治会活動の紹介　●市民参加を推
進するための市民参加条例について

市民活動支援課

保険
●国民年金制度　●国民健康保険制度　●後期高齢者医療制度 保険年金課
●知っていますか　介護保険　●地域包括支援センターは何を
するところ?

高齢者福祉課

福祉

●高齢者在宅福祉制度いろいろ　●成年後見制度ってなに? ～
判断力が低下しても安心して暮らせるように～

高齢者福祉課

●障害者福祉 社会福祉課
●児童福祉 児童家庭課
●生活保護制度 保健福祉相談室

保健・医
療・予防

●今日から始める介護予防　●「梨トレ体操」でリフレッシュ
しよう!!　●使ってみよう!「介護予防手帳（いきいき夢手帳）」

高齢者福祉課

●出張!超音波骨密度測定で骨粗しょう症予防　●生活習慣病予
防のヒント! ～身近にできる工夫&かかりつけ医の探し方～　●
健康増進ルームを活用した健康づくりのすすめ　●歯っぴいス
マイル講座　●赤ちゃんの心を育てよう　●あっ !危ない!子ど
もの事故防止予防　●ホームドクターはパパ&ママ　●いただ
きます!からはじめよう　●インフルエンザに備えよう!

健康課

消費 ●消費生活の豆知識 商工振興課
農業 ●白井市の農業 農政課

環境
●白井市の放射線対策　●環境基本計画　●白井市の自然　
●ごみとリサイクル　●印西クリーンセンターを知ろう!

環境課

都市
●都市計画　●緑の基本計画　●地区のまちづくり 都市計画課
●市営水道のしくみ　●下水道 上下水道課

防災 ●地域・家庭の防災対策　●防犯・交通安全講話 市民安全課

教育

●生涯学習　●市民大学校の魅力と特色 生涯学習課
●小・中学校児童生徒の「不登校」　●子どもの健康づくり
●子どものしつけと家庭教育

教育センター室

●白井市の文化財 文化課
●図書館の賢い使い方 図書館

費
用
が
掛
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

講
座
日
時
　
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

午
前
9
時
〜
午
後
9
時
（
1
講
座
1

時
間
30
分
以
内
）

場
所
　
市
内

※
会
場
の
手
配
や
当
日
の
進
行
、
参

加
者
へ
の
開
催
通
知
は
主
催
者
（
講

座
依
頼
者
）
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
団
体
・
自
治

会
、
P
T
A
、
学
習
グ
ル
ー
プ
・
学

校
や
会
社
で
行
う
研
修
会
な
ど

※
営
利
・
政
治
・
宗
教
目
的
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
・
問

　
開
催
日
の
20
日
前
ま
で
に

直
接
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
6
へ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
「
ち
ば
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用

し
て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
簡
単
な
「
読
み
・
書
き
・
計
算
」

を
す
る
こ
と
で
、
脳
を
活
性
化
さ
せ

認
知
症
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
き
い
き
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
5
月
30
日
㈬
か
ら
10
月
24
日

㈬
ま
で
の
原
則
毎
週
水
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
前
10
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
教

室
に
初
め
て
参
加
す
る
人
　
20
人
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

内
容
　
簡
単
な
計
算
、
音
読
、
数
字

盤
と
1
日
10
分
程
度
の
自
宅
学
習

※
参
加
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
茶
話

会
も
あ
り
ま
す
。

参
加
費
　
無
料

【
事
前
説
明
会
】

日
時
　
5
月
16
日
㈬
　
午
後
1
時
30

分
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
5
月
2
日
㈬
ま
で
に
は
が

き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
高
齢
者
福
祉
課

「
白
井
脳
い
き
い
き
教
室
」
参
加
者
募
集

〜
今
日
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防
〜

0
字
詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
に
題

を
付
け
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
②
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象

　
①
市
内
在
住
で
自
分
の
歯

（
か
ぶ
せ
た
歯
・
さ
し
歯
）
が
20
本

以
上
あ
る
80
歳
以
上
の
人

　
②
市
内

在
住
で
平
成
23
年
度
中
に
3
歳
児
健

康
診
査
を
受
け
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
子
と
そ
の
保
護
者

○
現
在
未
処
置
の
む
し
歯
が
な
く
、

歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良
い
子
と

そ
の
保
護
者

○
歯
の
治
療
経
験
が
な
い
子

○
歯
肉
の
状
態
が
良
い
保
護
者

申
・
問

　
①
は
27
日
㈮
（
消
印
有
効
）

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業

　福祉事業向上に寄与する目的で柏レイソ
ル選手会から「柏レイソル対ブリーラム･
ユナイテッド（タイ）戦」の観戦チケット
が寄贈されました。
　観戦希望の家庭を募集します。
試合日時　5月1日㈫　午後7時～
場所　日立柏サッカー場
対象　市内在住のひとり親家庭の子とその
保護者　14席（申し込み順）
※子ども2人、保護者1人の場合は3席分を
差し上げます。
■申・■問　児童家庭課児童家庭班☎（497）
3487へ

ひとり親家庭へ
柏レイソル観戦チケット

プレゼント

高
齢
者
支
援
班
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
4
・

（
4
9
2
）
3
0
3
3
・

k
o
u
re
isy
a-fu
k
u
si@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

生
涯
自
分
の
歯
で
食
べ

よ
う

標
語
・
作
文
の
募
集
と
コ
ン
ク
ー
ル

　 

「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
20
本
の
歯
が
あ
れ
ば
自
分
の

歯
で
食
事
が
で
き
る
歯
の
健
康
づ
く

り
の
運
動
「
8はち
ま
る
に
い
ま
る

0
2
0
（
は
ち
ま
る

に
い
ま
る
）
運
動
」
が
全
国
で
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
運
動
に
つ
い
て
の
標
語
・
作

文
と
、
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
①
標
語
・
作
文
】

　
標
語
は
む
し
歯
や
歯
周
疾
患
の
予

防
に
つ
い
て
の
標
語
を
は
が
き
（
1

枚
に
付
き
1
つ
）
で
、
作
文
は
4
0

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

委嘱を受ける委員

柏レイソル選手たち（写真提供：柏レイソル）

な
る
ほ
ど

行
政
講
座

　環境の保全に関す
る市の施策などに対
し、意見をいただく
ために環境審議会委
員を3月21日に委嘱し
ました。
　任期は平成25年3月
31日までで、委員は次の皆さんです。
委員（敬称略）　有識者　辻川毅、長谷川雅美、
村上雅彦　事業者　宇津野和俊、藤田均　市
民　山内勗、中谷武、吉弘尚道、成澤昇、市
川温子　市内団体代表者　米田豊子、河合泰、
深澤正昭
■問　環境課環境保全班　内線3276・7

（
子
は
学
校
名
お
よ
び
学
年
） 

、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
で
郵
送
か
直
接
、

②
は
24
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
健

康
課
保
健
予
防
班
☎
（
4
9
7
）
3

4
9
5
へ

臨
時
職
員
募
集
（
介
護

保
険
業
務
）

　
市
で
は
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

ビ
ス
施
設
の
指
導
監
督
や
介
護
給
付

の
適
正
化
事
務
に
従
事
す
る
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
日
時
　
6
月
か
ら
週
3
日
程
度

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

対
象
　
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
62
歳
以
下

　
1
人

○
介
護
関
連
施
設
運
営
に
携
わ
っ
た

こ
と
が
あ
る
人

○
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
ま
た
は

社
会
福
祉
士
な
ど
の
福
祉
関
係
の
国

家
資
格
を
有
す
る
人

○
普
通
運
転
免
許
を
有
す
る
人

○
簡
単
な
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
操
作

の
で
き
る
人

時
給

　
1
、
3
0
0
円
（
別
途
交
通

費
あ
り
）

申
・
問

　
5
月
18
日
㈮
ま
で
に
履
歴

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
資
格

証
の
写
し
を
添
え
て
郵
送
か
直
接
高

齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
7
3
へ

環境審議会委員を委嘱
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　口
腔
ケ
ア
で
抵
抗
力

も
ア
ッ
プ

【
室
内
外
の
温
度
・
湿
度
の
管
理
】

　
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
時
期
、

抵
抗
力
が
低
下
し
た
高
齢
者
が
最

も
注
意
し
た
い
の
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
で
す
。

　
毎
日
の
口
腔
ケ
ア
と
い
う
身
近

な
方
法
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
に
な
る
事
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
人
間
の
体
は
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
侵
入
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

異
物
を
侵
入
さ
せ
ま
い
と
す
る
防

御
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。
口
か

ら
異
物
が
入
ろ
う
と
す
る
と
唾
液

に
含
ま
れ
た
抗
菌
物
質
で
弱
ら
さ

れ
、
の
ど
へ
侵
入
し
に
く
く
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
口
の
中
が
細
菌

で
汚
れ
て
い
て
は
防
御
機
能
が
う

ま
く
働
き
ま
せ
ん
。
口
腔
ケ
ア
は
、

口
の
中
を
き
れ
い
に
し
て
唾
液
が

よ
く
出
る
よ
う
な
状
態
に
し
た
り
、

口
に
飛
び
込
ん
だ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
や
風
邪
の
細
菌
な
ど

を
洗
い
流
せ
る
と
い
う
効
果
が
あ

る
の
で
す
。

【
ま
ず
は
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
】

　
口
腔
ケ
ア
の
基
本
は「
歯
磨
き
」

で
、
歯
と
歯
肉
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

で
す
。
弱
い
力
で
小
刻
み
に
ブ
ラ

シ
を
動
か
す
こ
と
で
、
細
か
い
隙

間
に
入
っ
て
い
る
歯
垢
が
き
れ
い

に
な
り
ま
す
。
1
日
4
回
磨
く
こ

と
が
理
想
で
す
。

　
し
か
し
、
生
活
習
慣
や
体
の
状

況
に
よ
っ
て
は
理
想
ど
お
り
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
睡
眠
中
は
唾
液
の

分
泌
が
少
な
く
な
っ
て
細
菌
が
増

殖
し
や
す
い
の
で
、
せ
め
て
寝
る

前
の
1
回
だ
け
で
も
丁
寧
に
磨
く

事
が
大
切
で
す
。

【
入
れ
歯
の
洗
い
方
】

　
毎
食
後
は
歯
磨
き
剤
を
付
け
ず

に
、
入
れ
歯
専
用
ブ
ラ
シ
で
洗
い

ま
す
。
さ
ら
に
2
、
3
日
に
一
度

は
入
れ
歯
洗
浄
剤
に
付
け
る
と
よ

り
清
潔
に
な
り
ま
す
。
寝
る
時
は
、

洗
っ
て
水
の
中
に
入
れ
て
保
管
し

ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
水
は
毎
日

変
え
て
清
潔
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
歯
が
1
本
も
な
く
て
も
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
を
】

　
入
れ
歯
が
接
し
て
い
る
歯
肉
に

は
、
食
べ
か
す
や
細
菌
が
付
着
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
炎
症
や
口
内
炎
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
す

る
と
、
歯
肉
の
汚
れ
が
き
れ
い
に

な
る
と
同
時
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果

で
歯
肉
の
血
行
が
よ
く
な
り
ま
す
。

　
口
を
健
康
に
保
つ
事
は
、
全
身

の
健
康
を
保
つ
こ
と
と
な
り
ま
す
。

事
業
者
紹
介

　
要
介
護
度
1
か
ら
5
ま
で
の
認

定
を
受
け
、
病
状
が
安
定
し
て
い

て
入
院
治
療
の
必
要
は
な
く
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す

る
人
が
対
象
で
す
。

　
定
員
は
入
所
サ
ー
ビ
ス
が
1
0

0
人
、
在
宅
者
が
通
い
な
が
ら
入

浴
や
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら
れ
る
通

所
サ
ー
ビ
ス
が
30
人
で
す
。

　
開
設
19
年
目
を
迎
え
る
当
施
設

も
改
修
工
事
を
し
、
こ
の
春
に
は

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

船
橋
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
船
橋
市
高

野
台
5
―
7
4
1
―
6
）☎（
4
9

8
）
0
3
9
9

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
13

船
橋
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

第
５
期
（
平
成
24
〜
26
年
度
）

市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

計
画
の
体
系

　
こ
の
計
画
は 

「
目
を
配
り
、
手
を

差
し
の
べ
る
し
ろ
い
の
生
き
生
き
プ

ラ
ン
」
と
い
う
基
本
理
念
を
実
現
す

る
た
め
、
3
つ
の
方
針
を
柱
に
「
地

域
で
支
え
る
高
齢
化
」
を
目
標
に
掲

げ
た
も
の
で
す
。

﹇
方
針
1
﹈
一
人
ひ
と

り
の
健
康
・
生
き
が
い

づ
く
り
（
介
護
予
防
の

推
進
）

【
主
体
的
に
取
り
組
む
介
護
予
防
事

業
の
推
進
】

　
高
齢
者
が
加
齢
と
と
も
に
現
れ
る

老
化
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
り
・
つ
く
る
と
い

う
意
識
の
も
と
に
、
各
自
が
主
体
的

に
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み
　
心
身
の
機

能
低
下
チ
ェ
ッ
ク
表
に
よ
る
二
次
予

防
対
象
者
の
把
握
、
介
護
予
防
総
合

講
座
、
貯
筋
ア
ッ
プ
教
室
、
白
井
脳

い
き
い
き
教
室
、
脳
の
健
康
ぐ
っ
と

ア
ッ
プ
教
室
、
介
護
予
防
手
帳
、
介

護
予
防
推
進
員
、
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど

【
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
】

　
高
齢
期
の
多
様
な
社
会
参
加
活
動

の
切
っ
掛
け
づ
く
り
と
し
て
、
就
業

機
会
の
支
援
や
創
出
を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み
　
高
齢
者
就

労
指
導
セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
活
動
、

地
域
に
お
け
る
福
祉
活
動
へ
の
参
加
・

参
画
の
支
援
な
ど

﹇
方
針
2
﹈
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
の
支
援
（
介

護
等
に
よ
る
日
常
生
活

の
支
援
）

【
居
宅
生
活
の
支
援
】

　
関
連
機
関
・
団
体
・
事
業
者
と
と

も
に
、
居
宅
の
要
支
援
・
要
介
護
高

齢
者
が
必
要
な
時
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
支
援
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み

　
通
所
・
訪

問
な
ど
の
各
種
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
、
紙
お
む
つ
な
ど
の

給
付
事
業
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
、
家
族
介
護
へ

の
支
援
な
ど

【
生
活
の
場
の
提
供
に
よ
る
支
援
】

　
要
介
護
期
の
生
活
支
援
に
お
い
て

自
宅
で
の
生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場

合
に
必
要
に
応
じ
て
施
設
な
ど
に
入

所
・
入
居
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
生
活

の
場
を
確
保
し
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み

　
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保
健
施
設
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
介
護
付
き
有
料
老

人
ホ
ー
ム
の
施
設
誘
致
な
ど

﹇
方
針
3
﹈
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
支
え
る
地
域
づ

く
り
（
日
常
生
活
圏
域

で
の
支
援
体
制
づ
く
り
）

【
地
域
生
活
へ
の
支
援
体
制
】

　
市
民
・
高
齢
者
の
地
域
で
の
交
流

を
促
進
し
、
地
域
で
の
見
守
り
・
支

え
合
い
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み
　
日
常
生
活

圏
域
の
見
直
し
、
緊
急
通
報
装
置
の

貸
与
、
地
域
の
見
守
り
体
制
の
構
築
、

サ
ロ
ン
活
動
の
連
携
支
援
な
ど

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
て
支
援
体
制
の
確
立
】

　
地
域
包
括
ケ
ア
を
円
滑
に
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
支
援
体
制
の

確
立
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み

　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
各
種
相
談
、
成
年

後
見
制
度
講
演
会
、
あ
ん
し
ん
い
き

い
き
マ
ッ
プ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

研
修
な
ど

　
こ
の
計
画
は
市
民
が
必
要
と
し
て
い
る
介
護
支
援
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
と
と
も
に
、
来

る
べ
き
高
齢
社
会
を
皆
さ
ん
と
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
を
大
き
な
目
的

と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

【
認
知
症
高
齢
者
ケ
ア
の
充
実
】

　
認
知
症
に
関
す
る
確
か
な
知
識
の

普
及
や
、
認
知
症
に
な
っ
た
人
の
権

利
な
ど
を
守
る
た
め
の
講
座
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み
　
認
知
症
に

関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
、
認
知
症
家
族
の

会
へ
の
支
援
な
ど

【
医
療
と
の
連
携
】

　
在
宅
で
の
介
護
を
進
め
て
い
く
上

で
必
要
な
、
介
護
と
医
療
の
連
携
を

深
め
る
方
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

主
な
事
業
・
取
り
組
み

　
施
設
整
備

と
連
動
し
た
医
療
連
携
体
制
の
整
備

の
検
討
な
ど

【
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
推
進
】

　
市
民
が
郷
土
意
識
を
持
ち
、
自
助
・

共
助
・
公
助
の
精
神
で
近
隣
住
民
同

士
が
助
け
合
う
意
識
の
醸
成
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

市
民
意
向
の
把
握
と
反
映

　
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
3

種
類
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

ま
た
訪
問
介
護
を
は
じ
め
通
所
介
護
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
事
業
所
18

社
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行

い
、
市
民
の
意
向
や
課
題
の
把
握
に

努
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
た
課
題
に
つ
い
て
は
真し

ん
し摯
に
受
け

止
め
、
可
能
な
限
り
本
計
画
に
反
映

さ
せ
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
っ

て
の
取
組
み
が
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
今
後
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
の
新
設

　
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
解
消
に
つ
い

て
は
、
現
在
施
設
入
所
の
待
機
者
が

約
1
5
0
人
と
、
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
定
員
の
2
倍
近
く
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
・
26
年

度
に
各
1
施
設
（
定
員
80
人
）
の
誘

致
を
進
め
、
待
機
者
の
解
消
に
努
め

ま
す
。

65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
の
決
定

　
介
護
保
険
制
度
は
介
護
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
個
人
の
負
担

が
少
な
く
て
済
む
よ
う
に
、
皆
で
保

険
料
を
負
担
す
る
公
的
な
「
社
会
保

障
制
度
」
の
一
つ
で
、
40
歳
以
上
の

す
べ
て
の
人
が
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
65
歳
以
上
（
第
1
号
被
保
険
者
）

の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
3
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の

介
護
保
険
料
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

　
基
準
額
は
第
4
期
と
同
額
の
年
額

4
5
、  

6
0
0
円
（
月
額
3
、  

8
0

0
円
）
に
据
え
置
き
、
課
税
や
所
得

状
況
の
違
い
な
ど
に
よ
る
段
階
設
定

で
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
第
3

段
階
に
新
た
に
特
例
を
設
け
て
第
1

段
階
か
ら
第
5
段
階
の
保
険
料
を
一

部
減
額
し
ま
し
た
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
7
3

　第5期（平成24 ～ 26年度）市高齢者福祉
計画・介護保険事業計画やアンケート調査
報告書、事業者ヒアリング報告書、パブリッ
クコメントの結果などは、市ホームページ、
市役所1階情報公開コーナーで閲覧できます。

65歳以上の第5期介護保険料（年額）
段階 所得状況 保険料額

第1段階 生活保護受給者、老齢福祉年金受給者（市民税非課税） 18,200円 

第2段階
世帯全員が市民税非課税で本人の前年の公的年金等収入+
合計所得金額が、80万円以下の人

22,800円 

第3段階
世帯全員が市民税非課税で第２段階以外の人 29,600円 

【特例】このうち、本人の前年の公的年金等収入+合計所得
金額が120万円以下の人

27,400円 

第4段階
（基準保
険料）

本人が市民税非課税で、世帯の中に市民税課税者がいる者 45,600円
【特例】このうち、本人の前年の公的年金等収入+合計所得
金額が80万円以下の人

36,500円 

第5段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が125万円未満の人 50,200円 

第6段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が125万円以上200
万円未満の人

57,000円 

第7段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が200万円以上400
万円未満の人

66,100円 

第8段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が400万円以上600
万円未満の人

73,000円 

第9段階
本人が市民税課税で前年の合計所得金額が600万円以上800
万円未満の人

77,500円 

第10段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額が800万円以上の人 86,600円 

　第5期市高齢者福祉計画・介護保険事業計画
策定に当たり、パブリックコメントを募集し
た結果、3件の意見をいただきました。
　意見は内容を精査し、今後の施策の参考と
させていただきます。

資料の閲覧

パブリックコメントの結果

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー



体
の
表
現
で
は
、
左
手
は
肘
か
ら

手
首
ま
で
を
折
り
曲
げ
て
胸
の
前

で
掌

て
の
ひ
らを
前
に
向
け
て
立
て
、
右
手

は
垂
ら
し
て
掌
を
前
に
向
け
て
い

ま
す
。
上
半
身
は
、
左
肩
か
ら
右

脇
腹
に
か
け
て
た
す
き
の
よ
う
な

「
条

じ
ょ
う

帛は
く

」
を
ま
と
う
と
共
に
「
天て

ん

衣ね

」
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
布
を
前

面
に
垂
ら
し
、
下
半
身
に
は
巻
き

ス
カ
ー
ト
の
よ
う
な
「
裙く

ん

」
を
着

け
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
仏
教
の
信
仰
対
象
で

あ
る
菩
薩
を
表
現
し
た
懸
仏
が
、

な
ぜ
神
社
で
祀
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
仏
や
菩
薩

（
本
地
）
が
人
々
を
救
う
た
め
に

生
ま
れ
変
わ
り
仮
に
神
の
姿
を
と

っ
て
現
れ
る
（
垂

す
い
じ
ゃ
く迹
）
と
い
う
日

本
独
特
の
神
仏
習
合
思
想
に
基
づ

く
本
地
垂
迹
説
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
白
井
地
区
は
江
戸
時
代
以
前
の

中
世
の
頃
か
ら
開
け
た
古
村
で
す
。

懸
仏
は
、
写
真
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
壁
な
ど
に
掛
け
て
拝
み
ま
す
。

本
資
料
に
関
す
る
伝
来
は
詳

つ
ま
び
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
御
神
体
と

し
て
地
元
で
長
く
守
り
、
伝
え
ら

れ
て
き
た
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
市
内
に
お
け
る
懸
仏
は
、

本
例
を
含
め
て
わ
ず
か
に
2
面
が

確
認
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、

こ
の
懸
仏
は
市
の
歴
史
を
考
え
る

上
で
大
変
重
要
な
資
料
で
す
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

鳥
見
神
社
の
懸

か
け
ぼ
と
け仏

　
こ
の
懸
仏
は
白
井
地
区
に
あ
る

鳥
見
神
社
の
境
内
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い

ま
す
。
素
材
は
溶
け
た
銅
を
型
に

流
し
込
ん
で
作
っ
た
鋳
造
品
で
、

中
央
に
は
十
一
面
観か

ん
の
ん
ぼ
さ
つ

音
菩
薩
立
像

を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。
大
き
さ

は
全
体
の
径
（
鏡
径
）
が
26
・
5

㌢
㍍
、
十
一
面
観
音
菩
薩
は
台
座

を
含
め
た
高
さ
（
尊
像
総
高
）
が

15
・
2
㌢
㍍
と
、
懸
仏
の
中
で
は

中
型
の
部
類
で
す
。
銘
文
は
確
認

で
き
ま
せ
ん
が
、
製
作
技
法
や
型

式
的
な
特
徴
か
ら
み
て
室
町
時
代

前
期
の
作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
尊
像
で
あ
る
十
一
面
観
音
菩
薩

は
小
像
で
あ
り
な
が
ら
立
体
性
を

持
ち
、
顔
に
も
膨
ら
み
が
う
か
が

え
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
。
頭
部
に
は
「
十
一
面
観
音
菩

薩
」
の
名
の
と
お
り
本
体
の
顔
の

上
に
11
の
顔
を
持
ち
ま
す
が
、
本

例
で
は
簡
略
化
さ
れ
て
7
面
ほ
ど

が
2
段
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
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平
成
24
年
３
月
27
日
付
け
で
、
新
た
に
市
指
定
文
化
財
が
４
件
誕

生
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
号
か
ら
４
回
に
わ
た
っ
て
新
規
市
指
定

文
化
財
の
紹
介
を
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
鳥
見
神
社
の
懸
仏
で
す
。

懸仏（左）と十一面観音菩薩像部分

平成24年度白井市民大学校受講生募集要項（抜粋）

募集
コース

健康生活学部
（8期生）

シニア学部
（8期生）

しろい発見学部
（3期生）

目標

　「健康」をキーワード
に体、心、まちの幅広
い視点からさまざまな
テーマで学習し、健康
的な生活や健康づくり
活動の実践を目指しま
す。

　高齢期を豊かに生き
るための学習を通じて
友人や生きがいをつく
るとともに、生涯にわ
たる主体的な学習の実
践を目指します。

　身近な地域の学習や
体験を通じ、しろいの
魅力を発見するととも
に、地域に根ざし充実
した生活の実践を目指
します。

対象

市内在住・在勤の40歳
以上（平成24年3月31日
現在）　30人
※健康生活学部3 ～ 7期、
シニア学部7期受講生は
除きます。

市内在住･在勤の60歳以
上（平成24年3月31日現
在）　30人
※シニア学部3 ～ 7期受
講生は除きます。

市内在住･在勤の40歳以
上（平成24年3月31日現
在）　25人
※しろい発見学部1・
2期、シニア学部7期受
講生は除きます。

おおむね80㌫以上の講座を受講できる、健康に支障のない人（応募者多
数の場合は、過去の受講歴を考慮した上で公開抽選会により決定）
※過去3回以上入学した人は除きます。

修業年限 1年（月2回程度） 2年（月2回程度） 1年（月2回程度）

　
白
井
市
民
大
学
校
で
は
健
康
生
活

学
部
、
シ
ニ
ア
学
部
、
し
ろ
い
発
見

学
部
の
3
つ
の
学
部
を
設
け
、
今
年

も
学
部
ご
と
に
特
色
あ
る
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

　
講
座
は
平
日
に
月
2
回
程
度
開
催

し
ま
す
（
一
部
土
曜
日
開
催
あ
り
） 

。

　
興
味
の
あ
る
人
は
入
学
案
内
（
生

涯
学
習
課
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

北
総
鉄
道
白
井
駅
お
よ
び
西
白
井
駅

に
あ
り
ま
す
）
で
各
学
部
の
目
標
、

実
施
日
時
、
講
座
の
テ
ー
マ
な
ど
を

必
ず
確
認
し
た
上
で
、
入
学
願
書

（
入
学
案
内
に
添
付
し
て
い
ま
す
）

で
自
分
の
希
望
に
沿
っ
た
学
部
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
コ
ー
ス
・
対
象
・
期
間
　
左
表

の
と
お
り

受
講
料
　
実
費
（
材
料
費
、
保
険
代

な
ど
）

申
・
問

　
本
日
か
ら
5
月
17
日
㈭

（
必
着
）
ま
で
に
入
学
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
で
郵
送
、
E
メ
ー

ル
か
直
接
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

内
線
3
4
3
3
・ sy

ou
g
ai-g
a

k
u
sy
u
u
@
city
.sh
iroi.ch

ib

a.jp

へ

白
井
市
民
大
学
校
新
入
生
募
集

〜
と
も
に
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
に
!
〜

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

小
・
中
学
校
個
別
支
援

学
級
介
助
員
募
集

　
現
在
、
市
内
小
・
中
学
校
で
は
女

性
の
個
別
支
援
学
級
介
助
員
が
不
足

し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
担
任
教
諭
の
計
画
の
も

と
で
個
別
支
援
学
級
児
童
・
生
徒
の

教
育
支
援
に
当
た
る
臨
時
職
員
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
8

時
〜
午
後
3
時
45
分

対
象
　
幼
稚
園
か
小
・
中
学
校
の
教

員
免
許
ま
た
は
保
育
士
資
格
を
取
得

し
て
い
る
人
　
若
干
名

時
給
　
1
、
2
1
0
円
（
別
途
通
勤

手
当
あ
り
）

申
・
問

　
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
教
員
免
許
状
か
保
育
士
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
直
接
学

市民ゴルフ大会申し込み先
氏名・名称 住所・所在地 電話番号

木下智義 桜台2－6－2－705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900 
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826-31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2－6－4－103 （491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4－2－3 （491）0982
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

　平塚地区にあるキャン
プ場は、利用者の減少お
よび施設の老朽化に伴い、
平成24年5月末をもって
閉鎖します。
■問　生涯学習課スポーツ
振興班　内線3434 ～ 6

校
教
育
課
学
務
班

　
内
線
3
4
2
3

へ市
民
ゴ
ル
フ
大
会

日
程
　
6
月
5
日
㈫

場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
清
戸
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法
　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

※
別
に
プ
レ
ー
費
1
4
、  

0
0
0
円

（
キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
、
昼
食
費
含
む
）

が
掛
か
り
ま
す
。

申
　
4
月
26
日
㈭
か
ら
5
月
6
日
㈰

ま
で
に
直
接
左
表
の
申
し
込
み
先
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5
、
市
ゴ
ル
フ
協
会
事

務
局

　
田
上
☎
（
4
9
1
）
2
2
5

3

キャンプ場を閉鎖
します

キャンプ場

　「白井市民大学校新入生募
集」の記事を見て「白井市民
大学校」について初めて知っ
た人、どのコース選んだらい
いかわからない人やコースの
特色を詳しく知りたい人など、
白井市民大学校の入学に関す
るさまざまな相談について電
話やEメール、または直接受
け付けています。
　自分の実りある学習のため
に、気軽に利用してください。
■問　生涯学習課社会教育班　内線3433

市民大学校入学相談

笑顔で楽しく健康づくり

白井の歴史・文化を探訪

楽しみながらの班単位のグループ学習

輪になって和気あいあいと情報交換

入学案内

2012.4.155



パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
皆
さ
ん
へ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

初心者のためのパソコン講座

講座名 日程 内容 受講料

初めてのパソコン
講座

5月16日㈬・17日㈭
コンピュータのおよそ
の機能や操作の説明、
マウス操作や文字入力

1,000円

インターネット入
門講座

5月30日㈬
インターネットの基本
的な知識、情報取得方
法や活用方法

500円

メール入門講座 5月31日㈭
メールの基本的な知識
や送受信方法

ワード入門講座 6月13日㈬・14日㈭
ワードの基本的な操作
方法の説明や簡単な文
章の作成

1,000円

エクセル入門講座 6月27日㈬・28日㈭
エクセルの基本的な知
識の説明や簡単な表計
算の活用方法

セット講座 上記5講座の全て ― 4,000円

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
皆
さ
ん
へ

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
講
座

　
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
を
考

え
て
い
た
り
、
購
入
し
た
が
操
作
方

法
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
人
向
け
の

パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
市
で
は
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
師
と
協
力
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と
し
た
講
座

や
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

今
回
は
「
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講

座
」
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
メ
ー
ル
・

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
各
入
門
講
座

を
全
て
受
講
す
る
こ
と
で
き
る
「
セ

ッ
ト
講
座
」
も
あ
り
ま
す
。

講
座
名
・
日
程
・
内
容
・
受
講
料
　

左
表
の
と
お
り

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
各
講
座
4
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
・
問

　
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
希
望
講
座
名
、
パ
ソ
コ

ン
操
作
経
験
（
マ
ウ
ス
操
作
や
ロ
ー

マ
字
入
力
の
程
度
）
を
記
入
の
上
、

4
月
27
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

で
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内
線

イ

ベ

ン

ト

①

◆
白
井
子
ど
も
の
放
射
線
問
題
を
考

え
る
会
「
お
し
ゃ
べ
り
会
」

　
放
射
能
に
つ
い
て
感
じ
て
い
る
不

安
や
対
策
な
ど
を
、
み
ん
な
で
一
緒

に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
17
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
　
樋
熊
☎
0
9
0
（
2
3
0
7
）

4
1
2
1

◆
し
ろ
い
朗
読
サ
ロ
ン
体
験
講
座

　
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
で
楽
し
く

「
脳
力
」
や
表
現
力
を
ア
ッ
プ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
4
月
19
日
㈭
、
5
月
17
日
㈭

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　
場
所

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
　
参
加
費
　
5

0
0
円
（
資
料
代
な
ど
）

問
　
森
田
☎
0
9
0
（
9
3
9
3
）

4
7
7
3

◆
「
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
無
料
体
験

　
音
楽
で
楽
し
く
遊
び
な
が
ら
、
子

ど
も
の
持
つ
感
性
や
リ
ズ
ム
感
、
集

中
力
な
ど
を
自
身
で
養
い
ま
す
。

日
時
・
対
象
　
①
20
日
㈮
、
27
日
㈮

午
前
11
時
〜
・
1
歳
6
カ
月
〜
2
歳
、

午
前
11
時
40
分
〜
・
2
〜
3
歳
、
午

後
0
時
20
分
〜
・
3
〜
4
歳
　
②
21

日
㈯

　
正
午
〜
・
4
〜
5
歳

　
場
所

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
参
加
費

　
無

料申
・
問

　
電
話
で
増
田
☎
（
4
9
1
）

8
2
4
1
へ

◆
グ
リ
ム
民
話
劇
出
演
者
募
集

　
舞
台
出
演
へ
の
喜
び
を
探
り
な
が

ら
、
楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
出

演
者
全
員
が
主
役
で
す
。
初
心
者
も

歓
迎
し
ま
す
。

日
時

　
21
日
㈯
か
ら
月
2
回

　
午
前

10
時
〜
正
午

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ

ー
　
参
加
費
　
8
0
0
円
（
施
設
使

用
料
な
ど
）

問
　
英
劇
（
楽
劇
ク
ラ
ブ
）　  

中
村

☎
（
4
4
3
）
8
6
4
5

◆
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」

【
①
や
お
ぱ
ぁ
く
開
店
５
周
年
イ
ベ

ン
ト
】

　
店
内
で
買
い
物
を
し
て
ゲ
ー
ム
に

挑
戦
し
た
人
に
、
点
数
に
応
じ
て
白

井
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
差
し
上
げ

ま
す
。
先
着
2
0
0
人
に
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
の
無
料
配
布
も
あ
り
ま
す
。

日
時

　
4
月
22
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

　
場
所

　
J
A
西
印
旛
農

産
物
直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」  

（
木
）

【
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
田
植
え
体
験
】

　
農
業
と
主
食
の
「
米
」
に
つ
い
て

理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

で
、
農
業
の
活
性
化
と
地
産
地
消
の

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
5
月
19
日
㈯
　
午
前
9
時
〜

午
後
2
時
　
場
所
　
木
地
区
の
水
田

対
象
　
一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込

み
順
）　  

参
加
費
　
5
0
0
円
（
保

険
代
な
ど
）

申
・
問

　
②
は
所
定
の
申
込
用
紙

（
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
4
月
30
日
㈷
ま

で
に
フ
ァ
ク
ス
か
直
接
J
A
西
印
旛

農
産
物
直
売
所
や
お
ぱ
ぁ
く
☎
（
4

9
8
）
2
0
0
7
・

（
4
9
8
）

2
0
3
3
へ

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支
援
講

座
「
お
産
に
つ
い
て
は
な
そ
う
・
母

乳
育
児
の
ス
タ
ー
ト
」

　
出
産
の
話
や
妊
娠
中
か
ら
知
っ
て

お
き
た
い
母
乳
育
児
の
ポ
イ
ン
ト
を

わ
か
り
や
す
く
伝
え
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈰
　
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
0
時
30
分
　
場
所
　
印
西
市
立

中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー

　
対
象
　
妊
婦
、

育
児
中
の
母
親
と
そ
の
家
族

　
講
師

助
産
師

　
中
澤
淳
子
さ
ん
な
ど

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
「
花
サ
ー
ク
ル
」
展
示

　
花
サ
ー
ク
ル
で
は  「
生
活
を
豊
か

に
す
る
〝
春
の
彩
り
〞
白
雪
姫
の
イ

メ
ー
ジ
で
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
花
の

展
示
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈫
〜
30
日
㈷
　
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
5
時
　
場
所
　
千
葉

市
花
の
美
術
館
（
千
葉
市
美
浜
区
）

入
館
料
　
大
人
3
0
0
円
、
小
・
中

学
生
1
5
0
円

問
　
下
村
☎
（
4
9
2
）
6
6
7
7

◆
赤
ち
ゃ
ん
木
育
広
場

日
時

　
4
月
24
日
、
5
月
29
日
、
6

月
26
日
（
各
火
曜
日
）　  

午
前
10
時

30
分
〜
正
午
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就

学
児
と
そ
の
保
護
者
（
自
由
参
加
）

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
緑

の
風
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」
鶴
岡
☎
（
4

9
1
）
8
7
0
4

◆
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
お
あ
し
す

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ケ
ー
キ

を
食
べ
な
が
ら
み
ん
な
で
触
れ
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
4
月
27
日
、
5
月
25
日
、
6

月
22
日
（
各
金
曜
日
）　  

午
前
11
時

〜
午
後
1
時
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ

ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
　
参
加
費
　

無
料

※
ケ
ー
キ
を
食
べ
る
人
は
別
途
1
0

0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
お

あ
し
す
」
入
江
☎
（
4
9
2
）
2
0

7
0

◆
鎌
ス
タ
☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
リ
ー
ズ

　
㈱
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
で
は
、
鎌
ケ
谷
市
に
あ
る
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
イ
ー
ス
タ

ン
・
リ
ー
グ
公
式
戦
開
催
に
併
せ
て
、

来
場
者
が
参
加
で
き
る
ベ
ー
ス
ラ
ン

ニ
ン
グ
や
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
選
手
と
の

触
れ
合
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
地
域
の

人
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
催
し
を
行

い
ま
す
。

　
当
日
は
新
鎌
ケ
谷
駅
か
ら
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

日
程

　
4
月
28
日
㈯
〜
30
日
㈷
、
5

月
2
日
㈬
・
3
日
㈷
（
雨
天
中
止
）

時
間
　
午
前
10
時
〜
（
内
野
ス
タ
ン

ド
開
門
　
午
前
11
時
30
分
、
試
合
開

始
　
午
後
1
時
）　  

入
場
料
　
1
、

0
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）

問
　
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
ス
タ
ジ
ア
ム
☎

0
4
7
（
4
4
6
）
5
5
8
6

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
事
前
予
約
の
必
要
な
く
、
弁
護
士

や
社
会
保
険
労
務
士
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
協
会
「
中
途
失
聴
者
・
難
聴

者
の
た
め
の
手
話
学
習
会
」

　
要
約
筆
記
者
な
ど
が
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
の
で
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時

　
5
月
1
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
佐
倉
市
中
央
公
民
館

問
　
N
P
O
法
人
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事
務
所

☎
0
9
0
（
5
3
0
2
）
0
3
8
5

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　
和
太
鼓
の
演
奏
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
や
「
こ
い
の
ぼ
り
潜

り
」
な
ど
、
楽
し
い
催
し
を
た
く
さ

ん
行
い
ま
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
会
場
で
4
月
21
日

㈯
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
揚
げ
ま
す

が
、
こ
い
の
ぼ
り
は
消
耗
し
や
す
く

て
揚
げ
る
数
が
毎
年
不
足
し
ま
す
の

で
、
自
宅
で
不
要
に
な
っ
た
こ
い
の

ぼ
り
が
あ
れ
ば
実
行
委
員
会
ま
で
連

絡
の
上
で
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　
5
月
4
日
㈷

　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
の
場
合
は
5
月
5

日
㈷
に
延
期
）　  

場
所
　
冨
士
中
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
冨
士
）

問
　
こ
い
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会

（
サ
ロ
ン
・
ド
・
ラ
ミ
チ
ェ
内
）
☎

（
4
4
6
）
2
6
0
0

3
4
3
1
〜
3
へ

※
定
員
に
達
し
て
い
な
い
講
座
は
、

5
月
7
日
㈪
か
ら
電
話
で
受
け
付
け

ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
は
講
座
用
の
も
の
（
W

i
n
d
o
w
s

　
V
i
s
t
a
、
ワ

ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
は
O
f
f
i
c
e

2
0
0
7
）
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

自
分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
む
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
自
習
室

　
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
の
初
歩
的
な
操

作
や
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
す
る
前

に
事
前
学
習
を
し
て
お
き
た
い
人
な

ど
の
相
談
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

師
が
応
じ
ま
す
。

日
時
　
5
月
15
日
㈫
・
29
日
㈫
、
6

月
2
日
㈯
・
12
日
㈫
・
26
日
㈫
　
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
る
時
間
は

一
人
1
時
間
で
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
8
人
（
先
着
順
）

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1
〜
3

郷
土
資
料
館
古
文
書
講
座

日
時
　
5
月
17
日
、
6
月
14
日
、
7

月
12
日
、
8
月
30
日
、
9
月
20
日

（
各
木
曜
日
、
全
5
回
）　  

午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象

　
古
文
書
講
座
な
ど
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
、
全
日
程
に
参
加
で

き
る
初
級
者

　
25
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
あ
り
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
4
月
29
日
㈷
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
で
郷
土
資
料
館
☎
（
4

9
2
）
1
1
2
4
へ

※
未
記
入
の
は
が
き
を
直
接
持
参
し

て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

開
放
さ
れ
ま
す
が
、
体
育
館
は
厚
生

労
働
省
年
金
局
の
行
政
目
的
で
利
用

さ
れ
る
た
め
、
当
分
の
間
開
放
さ
れ

ま
せ
ん
。

日
時
　
5
月
5
日
㈷
・
6
日
㈰
・
19

日
㈯
・
20
日
㈰
・
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
6
時

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
必
ず
成
人

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
4
月
25
日
㈬
ま
で
に
申
請

書
（
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
6
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者
登

録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

○
㈲
ツ
イ
キ

　
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
　
7
6
9
枚

　
平
成
24
年
度
に
市
内
の
小
学
校
に

入
学
す
る
新
1
年
生
に
配
布
し
、
交

通
安
全
対
策
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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高

齢

者

　「センターだより」のタイトルの上にある複など
は、下記の申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内☎（492）5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施している児童館事業などは掲載して
いないものもありますので、児童館だより（各セン
ターにあります）や市ホームページで確認してくだ
さい。

趣
味
・
教
養
・
学
習

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
臨
時
的
・
短
期
的
な
仕
事
を
行
う

心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈬
　
午
後
1
時
30
分
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

草
刈
り
機
取
扱
講
習
会

　
肩
掛
け
除
草
機
の
取
り
扱
い
と
操

作
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
8
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
（
雨
天
の
場
合
は
16
日
㈬

に
延
期
）

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

5
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
4
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

い
き
い
き
夢
講
座

〜
い
き
い
き
夢
手
帳
を

使
っ
て
生
活
し
よ
う
〜

　
健
康
的
な
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
目
指

し
て
「
い
き
い
き
夢
手
帳
」
の
活
用

イ

ベ

ン

ト

②

募
集
・
伝
言
板

桜  

た
ま
・
ぴ
よ
学
級
〜

お
し
ゃ
べ
り
会
〜

　
妊
婦
の
時
か
ら
マ
マ
友
作
り
を
し

て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
妊
婦
か
平
成
24

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
と

そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
桜

台
セ
ン
タ
ー
へ

冨 公  

親
子
の
触
れ
合
い

【
①
親
子
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
】

　
お
母
さ
ん
に
「
あ
り
が
と
う
」
の

気
持
ち
を
込
め
な
が
ら
工
作
し
ま
し

ょ
う
。

日
時

　
5
月
8
日
㈫

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

【
②
親
子
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
&
い
ち
ご
ク
ラ
ブ
】

　
手
遊
び
や
牛
乳
パ
ッ
ク
で
車
を
作

り
、
そ
の
後
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

子

ど

も

福  

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
福

祉
作
業
所
合
同
事
業

「
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り
」

　
ロ
ビ
ー
に
飾
ら
れ
た
大
き
な
こ
い

の
ぼ
り
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
80
杯

限
定
の
白
玉
ぜ
ん
ざ
い
の
販
売
も
あ

り
ま
す
。

日
時
　
5
月
1
日
㈫
　
午
前
11
時
〜

桜  

陶
芸
講
座

　
自
分
で
作
っ
た
マ
グ
カ
ッ
プ
や
夫

婦
茶
碗
で
、
毎
日
の
食
事
を
も
っ
と

楽
し
い
も
の
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
9
日
・
23
日
、
6
月
13

日
・
27
日
、
7
月
11
日
・
25
日
（
各

水
曜
日
、
全
6
回
）　  

午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
手
拭
き
タ
オ

ル参
加
費

　
7
、
5
0
0
円
（
材
料
費
）

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
に
加
入
し
ま

せ
ん
か

　
ジ
ュ
ニ
ア
・
初
心
者
講
習
会
や
ク

ラ
ブ
対
抗
団
体
戦
な
ど
、
多
彩
な
企

画
を
運
営
し
な
が
ら
一
緒
に
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
市
内
の
施
設
を
活
動
拠
点
と

す
る
団
体

※
入
会
後
に
運
営
役
員
と
し
て
理
事

を
1
人
選
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
金

　
1
団
体
2
、  

0
0
0
円

年
会
費
　
1
団
体
3
、  

0
0
0
円

申
・
問

　
30
日
㈷
ま
で
に
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
9

3
0
3
へ

◆
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
コ
ー
ル
・
ア
ミ
」

団
員
募
集

　
歌
う
こ
と
が
大
好
き
な
仲
間
が
、

詩
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
ハ
ー
モ

ニ
ー
の
素
晴
ら
し
さ
を
求
め
て
練
習

し
て
い
ま
す
。
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
前
10
時
〜

正
午
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

問
　
石
橋
☎
（
4
4
3
）
7
3
6
0

◆
池
の
上
学
童
保
育
所
補
助
指
導
員

募
集

勤
務
日
・
時
間
　
平
日
・
午
後
1
時

〜
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
8
時
〜
午

後
3
時
（
シ
フ
ト
制
）　  

勤
務
場
所

池
の
上
小
学
校
　
対
象
　
18
歳
以
上

※
保
育
士
資
格
か
教
員
免
許
取
得
者

を
優
先
し
ま
す
。

問
　
池
の
上
学
童
保
育
所
☎
（
4
9

2
）
5
4
7
7
（
午
後
1
時
〜
7
時
）

子

育

て

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
る
の
で
、
初
め
て
の

子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

　
4
月
28
日
、
5
月
26
日
、
6

月
23
日
、
7
月
28
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

（
自
由
参
加
）

法
を
学
び
、
梨
ト
レ
体
操
な
ど
の
簡

単
運
動
や
脳
ト
レ
な
ど
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
9
日
㈬
　
午
前
11
時
〜

午
後
2
時

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
　
40

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

靴参
加
費

　
5
0
0
円
（
昼
食
付
）

申
　
5
月
2
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
案
内
状
の
作
成
や
E
メ
ー
ル
の
送

受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
方

法
な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時

　
5
月
10
日
㈭
・
11
日
㈮
・
14

日
㈪
〜
16
日
㈬
（
全
5
日
間
）　  

午

後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
の
操
作
や
文
字
入
力

が
で
き
、
全
日
程
参
加
で
き
る
人

12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

申
　
4
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

初
級
音
声
訳
講
習
会

　
視
覚
障
害
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

音
声
訳
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
講
座

終
了
後
は
視
覚
障
害
者
の
目
の
代
わ

り
と
な
る
た
め
の
、
広
報
紙
作
成
な

ど
の
音
声
訳
で
の
情
報
伝
達
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
23
日
・
30
日
、
6
月
6

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
（
各
水
曜

日
、
全
6
回
）　  

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
5
0
0
円
（
教
材
費
）　

申
　
5
月
16
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

複  

花
と
楽
し
む
会

　
手
作
り
の
花
器
に
花
を
生
け
て
楽

し
む
年
間
登
録
制
（
全
10
回
）
の
講

座
で
す
。

初
回
日
時
　
5
月
12
日
㈯
　
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

対
象
　
小
学
生
　
30
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
は
さ
み
、
タ
オ
ル
、
ビ
ニ

ー
ル
袋

参
加
費
　
1
回
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
28
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

◆
不
登
校
の
子
ど
も
が
い
る
家
族
を

対
象
と
し
た
「
家
庭
内
傾
聴
講
座
」

　   「
子
ど
も
が
自
分
の
心
の
中
を
話

し
て
く
れ
て
い
な
い
か
も
」
と
感
じ

た
こ
と
や
「
全
然
わ
か
っ
て
な
い
、

話
す
だ
け
無
駄
だ
よ
!
」
と
子
ど
も

か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
こ
の
講
座
で
は
子
ど
も
が
心
の

中
を
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
聴

き
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
11
日
・
18
日
・
25
日

（
各
金
曜
日
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
印
西
市
立
そ
う
ふ
け
公
民
館

対
象
　
不
登
校
の
子
ど
も
を
持
つ
家

族
　
参
加
費
　
5
0
0
円
（
教
材
費

な
ど
）

申
・
問

　
電
話
で
M
．
T
ね
っ
と
わ

ー
く

　
土
佐
☎
0
9
0
（
2
9
0
4
）

3
1
8
7
へ

◆
新
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
!

　
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま

す
。
コ
ー
ス
内
で
は
飲
食
が
で
き
、

参
加
賞
も
差
し
上
げ
ま
す
。

日
程
　
5
月
8
日
㈫
（
雨
天
決
行
）

受
付
時
間
　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

2
時
　
場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
O
U
T
コ
ー
ス
9
ホ
ー
ル
（
清

戸
）

問
　
㈱
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
☎

（
4
9
7
）
0
2
3
6

◆
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
宮
城
・
仙
台

2
0
1
2
」
一
般
公
募
種
目
参
加
選

手
募
集

　
高
齢
者
の
健
康
水
準
の
向
上
や
社

会
参
加
意
欲
、
生
き
が
い
の
高
揚
な

ど
を
図
り
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を

実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成

24
年
10
月
に
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
の
ゴ
ル
フ
競
技
に
千
葉
県

代
表
と
し
て
参
加
す
る
選
手
を
募
集

し
ま
す
。

日
程
　
10
月
12
日
㈮
〜
16
日
㈫
　
対

象
参
加
資
格

　
千
葉
市
を
除
く
県
内

在
住
で
昭
和
28
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

　
3
人

※
選
手
は
書
類
選
考
で
決
定
し
ま
す
。

申
　
申
込
書
お
よ
び
健
康
調
査
票

（
市
高
齢
者
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
4
月
18

日
㈬
か
ら
5
月
31
日
㈭
ま
で
に
直
接

市
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
へ

問
　
㈳
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
推
進
部
地
域
福
祉
推
進
班
☎

0
4
3
（
2
4
5
）
2
2
0
8

ト
代
）

申
　
4
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

布
ぞ
う
り
作
り
講
座

　
布
切
れ
を
使
っ
て
、
自
分
だ
け
の

布
ぞ
う
り
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
10
日
・
17
日
・
24
日
・

31
日
（
各
木
曜
日
、
全
4
回
）　  

午

後
1
時
〜
3
時

対
象

　
60
歳
以
上

　
10
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
27
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

初
級
太
極
拳
講
座

　
基
礎
を
学
び
な
が
ら
体
力
づ
く
り

が
で
き
る
太
極
拳
講
座
で
す
。
運
動

で
き
る
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
5
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、

6
月
1
日
・
8
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
、
7
月
6
日
・
13
日
（
各
金
曜

日
、
全
10
回
）　  

午
前
9
時
45
分
〜

11
時
45
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

持
ち
物
　
室
内
シ
ュ
ー
ズ
（
サ
ン
ダ

ル
不
可
）

申
　
5
月
7
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

白   アクセサリー作り

　母の日のプレゼン
トにもできるかわい
いストラップとプレ
ゼントボックスを作
ろう。　
日時　5月12日㈯　午
前10時～正午
対象　小学生以上　
10人（申し込み順）
参加費　500円（材料
費）
■申　23日㈪までに参
加費持参の上、直接
白井児童館へ

日
時

　
5
月
9
日
㈬

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
生
後
2
カ
月
か
ら
未
就
園
児

ま
で
の
子
と
そ
の
保
護
者
　
40
組

（
申
し
込
み
順
）

申
　
①
は
5
月
7
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ
、
②
は
5

月
8
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

ストラップ（上）

とプレゼントボッ

クス（下）

2012.4.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2012.4.15 8み ん な の ひ ろ ば

年
度
か
ら
改
め
て
3
年
間
「
同
補

助
金
」
の
交
付
団
体
と
な
り
、
こ

の
資
金
を
有
効
活
用
し
て
、
以
下

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
市
内
小
学
校
2
校
と
市
福
祉
作

業
所
・
市
環
境
課
な
ど
と
協
働
で

Ｅ
Ｍ
団
子
投
入
に
よ
る
「
金
山
落

（
河
川
）」
と
「
冨
士
用
悪
水
路
」

の
水
質
浄
化
活
動
（
こ
の
活
動
は

朝
日
新
聞
や
千
葉
テ
レ
ビ
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
）

②
市
内
小
学
校
3
校
を
対
象
に
し

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

明
け
易
し
ね
て
も
さ
め
て
も
独
り
ぼ
っ
ち

幾
世
代
守
る
大
屋
根
風
光
る

う
ら
ら
か
や
蔵
の
暦
日
匂
う
伴
右
衛
門
家

幼
子
の
つ
な
ぐ
手
温
む
夕
桜

頭
た
れ
葉
影
に
開
く
白
椿

歳
月
の
大
甍
よ
り
春
の
風

幸
せ
を
重
ね
て
生
く
る
春
灯
し

し
な
や
か
に
柳
芽
吹
い
て
君
が
肩

蹲
や
氷
の
日
々
の
薄
く
な
り

出
会
う
人
皆
懐
か
し
き
墓
参
り

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
春
ま
つ
り

白
鳥
の
置
き
み
や
げ
か
な
花
便
り

春
浅
き
苔
む
す
寺
の
福
禄
寿

春
浅
し
逝
き
て
残
り
し
車
椅
子

春
雨
や
待
ち
に
待
っ
た
野
に
出
れ
ぬ

伴
右
衛
門
家
春
光
照
る
黒
瓦

ふ
き
の
と
う
土
の
香
り
に
目
覚
め
け
り

福
禄
寿
お
わ
す
辺
り
に
春
め
け
る

踏
ま
れ
て
も
生
命
を
刻
む
蕗
の
薹

ふ
る
さ
と
や
浪な

に
わ花
の
む
か
し
思
い
出
し

マ
ラ
ソ
ン
や
春
の
東
京
ひ
た
走
る

山
風
の
集
う
梅
見
は
襟
立
て
て

夕
桜
ジ
ョ
ギ
ン
グ
人
に
し
だ
れ
け
り

夕
飯
の
支
度
を
忘
る
日
永
か
な

蕨
狩
り
野
焼
き
の
炭
が
裾
を
染
め

青
鷺
の
首
の
細
さ
や
身
の
細
さ

　
歩
い
て
突つ

つ

か
ぬ
神
崎
川
の

あ
の
街
の
幸
わ
せ
天
使
今
い
ず
こ

　
早
く
戻
っ
て
笑
顔
を
連
れ
て

越
後
よ
り
下
総
根
付
き
し
雪
椿

　

  

二
輪
の
孫
花
可
憐
に
赤
く 

軍
刀
に
三
島
が
切
り
し
ド
ア
の
傷

　
四し

じ
ふ十
年
へ
て
な
ほ
生
な
ま
し

今
年
ま
た
婆
の
本
命
か
わ
り
な
く

　
孫
・
息こ
子
・
亡つ

ま夫
へ
と
チ
ョ
コ
を
送
り
ぬ

手
編
み
せ
し
亡つ

ま夫
の
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
袖
を
と
き

　
チ
ョ
ッ
キ
に
な
ほ
し
わ
が
背
に
は
お
る

初
節
句
の
娘こ

に
似
る
雛

ひ
い
なと
飾
り
き
て

　
幾
歳
月
経
し
も
優
し
く
愛か

な

し

東
か
ら
吹
き
く
る
風
の
温
も
り
に

　
庭
の
桜
桃
は
つ
か
に
芽
ぶ
く

病
床
で
携
帯
習
う
母
か
ら
の

　
退
院
メ
ー
ル
絵
文
字
踊
り
て

平
凡
な
暮
ら
し
変
え
た
く
て
サ
ロ
ン
に

　
集
い
て
歌
う
た
か
き
声
に
て

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

根
　
　
　
　
押
田
み
よ
女

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

堀
込
　
　
　
渡
辺
岩
夫

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

冨
士

　
　
　
今
野
吉
信

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

冨
士
　
　
　
丸
山
文
子

神
々
廻

　
　
斉
藤
と
み
子

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

神
々
廻

　
　
高
橋
勲
次
郎

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

西
白
井
　
　
山
本
幸
恵

桜
台

　
　
　
土
山
勝
實

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

根
　
　
　
　
印
南
満
子

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

桜
台

　
　
　
山
田

　
明

掘
込
　
　
　
名
越
た
て
み

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
市
は
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す

る
た
め
、
自
主
的
に
公
益
活
動
を

実
施
す
る
市
内
の
団
体
を
3
年
間

の
補
助
制
度
（
市
民
団
体
活
動
支

援
補
助
金
）
に
よ
り
支
援
し
て
い

ま
す
。

　
現
在
は
5
団
体
を
支
援
（
平
成

23
年
度
か
ら
）
し
て
お
り
、
今
号

か
ら
毎
月
15
日
号
で
各
団
体
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
と
は

「
Ｅ
Ｍ
」
は
、
自
然
界
を
浄
化
す

る
働
き
を
持
つ
有
用
な
微
生
物

（
乳
酸
菌
・
酵
母
菌
・
光
合
成
菌

な
ど
）
を
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て

培
養
し
培
養
液
と
し
た
も
の
で
す
。

　「
Ｅ
Ｍ
」
は
、
田
畑
の
土
壌
を

改
良
し
た
り
、
物
が
腐
っ
た
り
病

気
に
な
る
の
を
防
ぐ
効
果
や
汚
染

物
質
を
分
解
・
中
和
す
る
力
が
有

る
の
で
環
境
問
題
の
解
決
に
も
役

立
ち
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
白
井
野
菜
の
会

で
は

「
Ｅ
Ｍ
白
井
野
菜
の
会
」
は
、
15

年
前
に
市
が
開
催
し
た
琉
球
大
学

比
嘉
照
夫
教
授
の
「
Ｅ
Ｍ
活
用
講

座
」
の
参
加
者
に
よ
り
結
成
さ
れ

た
会
で
す
。

　
同
会
は
、
平
成
20
年
か
ら
3
年

間
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
23

魚
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
状
況
な
ど
は
テ
レ
ビ
で
も
紹
介

さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
「
池
」
の
浄
化
活
動
で
は
、

奈
良
の
東
大
寺
の
「
鏡
池
」
や
甲

府
の
「
武
田
神
社
」
の
大
池
も
Ｅ

Ｍ
で
本
来
の
姿
に
浄
化
さ
れ
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
タ
イ
の
大
洪
水
で
は
タ

イ
陸
軍
が
「
Ｅ
Ｍ
活
性
液
5
0
0

Ｃ
Ｃ
入
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
を

1
2
0
0
万
本
配
布
し
て
い
る
光

景
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

通
し
て
市
民
と
協
働
を
行
っ
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp://em
sh
iroi.

ciao
.jp
/

）
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1　
　

　震災の影響により再生紙の入手が困難なため、
　上質紙を使用しています。

た
環
境
授
業
の
一
環
と
し
て
、
児

童
が
作
成
す
る
「
米
の
と
ぎ
汁
Ｅ

Ｍ
発
酵
液
」
の
投
入
に
よ
る
安
心
・

安
全
･
簡
単
プ
ー
ル
清
掃

③
市
福
祉
作
業
所
で
の
、
Ｅ
Ｍ
関

連
資
材
の
製
造
・
販
売
の
指
導

④
市
福
祉
作
業
所
の
畑
で
の
「
Ｅ

Ｍ
有
機
栽
培
」
野
菜
の
栽
培
指
導

⑤
市
環
境
課
と
の
共
催
に
よ
る

「
生
ご
み
堆
肥
化
」
講
習
会
の
年

間
2
回
の
実
施

⑥
市
史
跡
「
み
た
ら
し
の
池
」
の

水
質
調
査

Ｅ
Ｍ
の
活
用
事
例

　
そ
の
ほ
か
Ｅ
Ｍ
の
全
国
の
活
用

事
例
と
し
て
「
河
川
浄
化
例
」
で

は
「
日
本
橋
川
で
の
Ｅ
Ｍ
団
子

18
万
個
と
Ｅ
Ｍ
活
性
液
・
月
30
ト

ン
の
投
入
に
よ
る
浄
化
活
動
」
で

鮭
が
遡
上
す
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、

大
阪
「
道
頓
堀
」
が
浄
化
さ
れ
、

「EM団子」の材料を混ぜる子どもたち

　白井市の友好都市であるオーストラリア・キャンパスピ市のカヤブ
ラム校が、東日本大震災の復興支援のために生徒や先生などから募金
を募り、集められた146,325円が津波被害を受けた千葉県旭市を通じ
て飯岡小学校に届けられました。被災後の子どもたちにとって図書の
充実が大切と考えた同校は、募金を図書の充実に充て、3月5日には旭
市立飯岡小学校で図書贈呈式が行われました。
　白井市とキャンパスピ市は、平成4年からホームステイや授業参加
などの相互交流を行っており、
昨年8月にカヤブラム校を訪れ
ていた川村啓三団長（桜台中学
校長）が募金を預かってきたも
ので、震災復興を願う温かな善
意は遠く離れた海の向うから友
好都市提携が橋渡しとなり、被
災地の皆さんにしっかりと届き
ました。

友好都市が取り持つ被災地支援

旭市長に図書を手渡す川村啓三団長 ( 左側 )

ダンスが取り持つ国際交流

白井スクエアダンスクラブの皆さんと記念撮影

　このたび、スクエアダンス愛
好家でドイツのフロールシュッ
ツ夫妻が白井スクエアダンスク
ラブを訪問しました。スクエア
ダンスはその用語が世界的に統
一されており、言語が違っても
どこの国でも通訳なしに踊れる
ものです。
　5カ国以上416クラブ以上訪問

の記録達成を目的に世界各地のクラブ訪問をしている夫妻は、3月12
日に来日し、同クラブを訪れたものです。
　日本への訪問は5年ぶり2度目のという夫妻はこの日、成田空港に
到着後真っ先に同クラブを訪問し、メンバーとともにダンスを踊り
交流を深めていました。夫妻は「今回は2週間かけて、北は仙台から
西は広島まで22のクラブを訪問する予定で、白井のクラブはとても
良かったです」と笑顔で話していました。
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